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Netilmicinに よる高 令者 の複 雑性 尿 路 感染症 の治 療 経験

中 内 浩 二 ・村 山 猛 男 ・秋 間 秀 一

東京都養育院付属病院泌尿器科

複雑性尿路感染症をもつ高令者10名 に対し,Netilmicinに よる治療を11回 にわた り行った。この結

果,細 菌尿に対してはSerratia,Pseudomonas aeruginosaの 一部を除 く諸菌株に対しすぐれた除菌

効果を示し,起 因菌の消失率は66.7%で あ り,薬 剤投与中の他菌株の出現も認められなかった。一

方,膿 尿に対しては,正 常化はなく,改 善が1例 とい う不成績で,結 局,総 合臨床効果は著効なし,

有効4,無 効7で,有 効率は36.4%で あった。

Netilmicinの 投与量は1回 量を75mgと したものが8例,100mgが3例 であるが,こ の限 りで

は投与量による差は明らかではなかった。

副作用に関して臨床症状,検 査成績いずれにおいても認むべきものは無かった。

は じ め に

Netilmicinは 米国シェリング社で開発された新しいアミノ

糖系抗生剤であり,Sisomicinの1位 のアミノ基をエチル化

して得られる半合成品である。本剤はグラム陰性桿菌および

S.aureusに よる各種感染症に有効であり,か つ,副 作用は

Gentamicinに 比べ,同 等ないしそれ以下と考えられている1,

2)。このたび,本 剤を高令者の尿路感染症に利用する機会を得

たので,そ の成績を報告する。

I.対 象

東京都養育院付属病院泌尿器科の入院患者のうち,複

雑性尿路感染症をもつ10名 の患者を対象とした。このう

ち,82才 の女性に対 してはまったく時期を異にして2回

の検討を行ったため,検 討の回数としては男性が6名 に

対し6回,女 性は4名 に対し5回 で合計10名 に対し11回

の検討となった。対象の年令は本院の老人専門病院とい

う性格を反映して高令者ばかりとなり,最 高88才,最 低

63才,平 均77.4才 となった。複雑性尿路感染症の基礎疾

患には,前 立腺肥大症5例,膀 胱がん3例,た だし,こ

の うち1例 は神経因性膀胱を合併したもの,そ して,膀

胱結石2例 となり3例 を除いたすべてに尿道カテーテル

留置があった。炎症の部位は急性腎孟腎炎の合併がある

と考えられる1例 を含め全例が慢性膀胱炎と診断されて

いる。

H.方 法

Netilmicin 75mgを 朝夕2回 筋注としたものが8例,

100mgを 朝夕2回 筋注したものが3例 あり,投 与期間

は全例5日 間とした。

治療効果の判定はUTI薬 効評価基準第2版 に従い,

投与期間の前後に行った細菌尿および膿尿検査の変化の

有無,程 度により判定した。副作用に関しては,臨 床的

に経過を観察するとともに,血 液検査,生 化学検査,

CRP検 査を投薬期間の前後に行って判定した。

III.成 績

10名 の患者に対して11回 の検討を行ったが,全 検討に

おいて前記評価基準に従って効果を判定することが可能

であった。各症例における成績をまとめてTable 1に

示 した。このうちNo.8とNo.9は 同一症例であるが,

この2回 の検討の間に約6ケ 月の間隔がある。起因菌は

共にSerratiaで あ るが,第1回 目の治療終了後におけ

る各種の薬剤に対する感受性と第2回 目の治療前のそれ

とは一部に異なる所があり,同 じSerratiaで も全く同

一株では無さそうである
。 なお,第1回 目にはNetil-

micinの1回 投与量を75mgと し,第2回 目にはこれ

を100mgに 増量)して投与した。

1) 総合効果判定(Table 2)

細菌尿に関しては陰性化4,不 変7で 陰性化率は36.4

%,膿 尿 では正常化されたものがなく,改 善1,不 変10

で改善率9.1%と,細 菌尿に対する効果と較べて膿尿に

対する効果が非常に劣っているようである。これらを組

合せての総合臨床効果は有効4,無 効7で,有 効率は

36.4%と なる。 なお,同 一症例であるNo.8,No.9を

1例 と考えるならば、 有効率は40%と も言えよう。ま

た,症 例2で は総合効果判定は無効であるが,解 熱効果

はあり有用性が認められたといえる。
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2)疾 患病態群別(Table 3)

感染症の病態および主たる感染部位によって群別し,

各群別の臨床総合効果をみると,単 独感染,混 合感染と

もカテーテル留置群に症例が集まったが,単 独感染の第

1群 では全例が無効であるのに対し,混 合感染の第5群

では40%の 有効率であった。

3)細 菌学的効果の評価(Table 4)

治療終了時における各起炎菌別 の 消失率をみた。 な

お,104/ml未 満と考えられるもの,す なわち,培 地上

にてコロニー数が10未 満のものは汚染による可能性を考

え集計には加えなかった。 その結果,E.coli,Proteus

spp.,KlebsiellaとEnterococcusな どの グラム陽性

球菌群に おいては 非常に高い 消失率が示 され たが,

Serratia,P.aeruginosaに 対 しては良い効果は得られ

ていない。全体としては21菌 株中14株 が消失しており,

消失率は66.7%で あった。

4)最 小発育阻止濃度(MIC)と の関係(Table 5)

起因菌の一部につきMICの 測定を行った。108 cells/

mlの 場合,6.25～12.5μg/mlを 境として 効果が別れ

るようである。

5)副 作 用

副作用は臨床症状の観察と各種検査とにより,そ の有

無を調べた。臨床症状からは副作用と思える異常は11例

中1例 も認められなかった。

また,検 査の結果をみるとFig. 1,Table 6に 示した

ように,血 液検査に ついては正常範囲外のものが 多い

が,特 に問題となるものは無 く,肝 機能に関しても症例

4,症 例7で 異常値を示すが本薬剤とは無関係と考えら

れる。BUN,S-Crか ら腎機能につき考察してみたが,

多少正常範囲外の値となったものもあるが,特 に本薬剤

による腎機 能障害に基づ くと断言できそうな症例は認め

られていない。この他,血 液像とくに好酸球の割合,血

小板数,CRPな ども調べたが,問 題となるものは無か

った。

IV.考 察

Netilmicinを 複雑性尿路感染症 をもつ高令者群に投

与してみた結果,症 例数は少ないが以下の傾向の存在す

ることが考えられた。

まず,細 菌学的効果 か らSerratia,Pseudmonas

aeruginosaを 除 くグラム陰性の桿菌,Entemcoccusを

主 としたグラム陽性球菌に対しす ぐれた除菌効果をもつ

こと,一 方,Serratiaに 対 しては3例 のみの経験であ

るが,全 く無効であ り,全 体として21株 中14株(66.7%)

の菌消失をみた。Netilmicinの 全国集計2)(泌 尿器科・

複雑性尿路感染症)の 菌消失率が全体で60.5%で あ り,

Serratia,pseudomonas aeruginosaの 菌 消失率が低か

ったと発表されたが,我 々の成績も同じ傾向であった。

一方,本 治験中に 新たな 出現菌株は全 く認めておら

ず,こ れは本院における尿路感染症治験4,5)の なかで

も珍しいものといえよう。

また,膿 尿に対する効果では,完 全に正常化されたも

のは1例 もなく,菌 消失をみた症例でも膿尿改善が1例

あるのみで,他 はすべて膿尿に対し無効であった。この

ために総合効果判定では著効なし,有 効4,有 効率36.4

%の 結果に終った。なお,症 例8と 症例9は 同一症例で

あ り,起 因菌 も同じSerratiaで あるが、この2回 の検

討の間隔が6ケ 月以上あり,ま た,各 起因菌の薬剤感受

性が一部異なるために異なる症例として集計したが,こ

れらを1症 例として考えると10例 中有効4の 有効率40%

となる。ちなみに,こ の2回 の検討において,第1回 目

には1回 のNetilmicinの 注射を75mgと し,第2回

目の検討では100mgと したが,い ずれも無効で投与

量による差は見られなかった。Netilmicin投 与量は8

例に1回 量75mgと し,3例 に1回 量100mgと し

たが,前 者では有効3,無 効5,後 者で有効1,無 効2

で.こ れだけからでは特に差は見出せない。

症例2の 混合感染 の 腎孟腎炎症例で は投薬に よ り

Pseudomonas aeruginosaの みによる単独感染となった

が,総 菌数,膿 尿は不変であり,こ のため総合効果は無

効とされたが,39.1℃ の発熱が正常範囲内に解熱され

てお り,有 用性ありといえる1例 であった。
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Table 2 Overall clinical efficacy of Netilmicin in complicated U. T. I.

Table 3 Overall clinical efficacy of Netilmicin classified by type of infection

一方,カ テーテル留置群では有効2,無 効6,非 留置

群では有効2,無 効1と 全国集計2)と 同様の傾向を示

した。

副作用に関しては,臨 床症状,検 査成績いずれについ

ても特別なことはなかった。



410 CHEMOTHERAPY NOV. 1981

Table 4 Bacteriological response to Netilmicin in complicated UTI

Table 5 Relation between MIC and bacteriological response in Netilmicin treatment

MIC (pg/ml) Inoculume size 108 cells/ml
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Table 6 Laboratory findings
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Fig. 1 Laboratory findings of Netilmicin treatment
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CLINICAL STUDIES OF NETILMICIN ON COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTIONS IN AGED SUBJECTS

KOJI NAKAUCHI, TAKEO MURAYAMA, and SHUICHI AKIMA

Department of Urology, Tokyo Metropolitan Geriatric Hospital

Therapeutic experience with netilmicin was performed 11 times to 10 aged subjects with complicated urinary

tract infections. The antibiotic agent exerted excellent antibacterial effect on various strains of pathogenic

bacteria except some strains of Serratia and Pseudomonas in urine, and eradication of the pathogenic bacteria

was seen in 66. 7%, and no appearance of other bacteria was observed during the administration period of netil

micin. On the other hand, pyuria was not normalized in any cases, and only 1 case was improved. There

was no excellent case, and 4 moderate and 7 poor cases, and 36. 4% of effective rates, were obtained as the

clinical results.

Daily dose of netilmicin was 150 mg in 8 cases and 200 mg in 3 cases, and no difference in effect was

observed within the above dosage range.

No side effect was observed clinically, and laboratory findings suggested no adverse effect.


